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（議長 菊地誠道君委員長席に着く） 

    ◎開会の宣告 

〇議長（菊地誠道君） ただいまから議案第 46 号審査特別委員会を開会いたします。 

（午後 １時２３分開会） 

 

    ◎委員長の互選 

〇議長（菊地誠道君） 委員会設置後最初の委員会でありますので、委員長、副委員長の

互選が必要であります。 

 委員長の互選は、委員会条例第９条第２項の規定により、年長の委員がその職務を行う

ことになっております。黒沼委員が年長委員でありますので、黒沼委員に委員長互選の職

務をお願いいたします。 

 休憩いたします。 

 

休憩 午後 １時２３分 

再開 午後 １時２４分 

 

（年長委員 黒沼俊幸君委員長席に着く） 

〇年長委員（黒沼俊幸君） 休憩前に引き続き委員会を開きます。 

 ただいまの出席委員 11 名であります。 

 これより委員会条例第８条第２項の規定により、委員長の互選を行います。  

 互選の方法について発言を求めます。 

 類瀨君。 

〇委員（類瀨光信君） 委員長の互選については、指名推選とし、私から指名することで

お諮り願います。 

〇年長委員（黒沼俊幸君） ただいま類瀨委員から指名推選の発言がありました。これに

ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

〇年長委員（黒沼俊幸君） ご異議ないものと認めます。 

 よって、委員長の互選は、類瀨委員からの指名推選に決定いたしました。  

 類瀨君。 

〇委員（類瀨光信君） 委員長には松下委員を推選しますので、よろしくお取り計らい願

います。 

〇年長委員（黒沼俊幸君） ただいま類瀨委員から、委員長に松下委員の指名がありまし

た。これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

〇年長委員（黒沼俊幸君） ご異議ないものと認めます。 



 よって、委員長には松下委員が当選されました。 

 休憩いたします。 

 

休憩 午後 １時２５分 

再開 午後 １時２５分 

 

 

（委員長 松下哲也君委員長席に着く） 

〇委員長（松下哲也君） 休憩前に引き続き、委員会を開きます。 

 

    ◎副委員長の互選 

〇委員長（松下哲也君） 続いて、副委員長の互選を行います。 

 互選の方法について発言を求めます。 

 類瀨君。 

〇委員（類瀨光信君） 副委員長の互選については、指名推選とし、私から指名すること

でお諮り願います。 

〇委員長（松下哲也君） ただいま類瀨委員から指名推選の発言がありました。これにご

異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

〇委員長（松下哲也君） ご異議ないものと認めます。 

 よって、副委員長の互選は、類瀨委員からの指名推選に決定いたしました。  

 類瀨君。 

〇委員（類瀨光信君） 副委員長には鈴木委員を推選しますので、よろしくお取り計らい

願います。 

〇委員長（松下哲也君） ただいま類瀨委員から、副委員長に鈴木委員の指名がありまし

た。これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

〇委員長（松下哲也君） ご異議ないものと認めます。 

 よって、副委員長には鈴木委員が当選されました。 

 休憩いたします。 

 

休憩 午後 １時２６分 

再開 午後 １時２７分 

 

〇委員長（松下哲也君） 休憩前に引き続き委員会を開きます。 

 



    ◎議案第４６号 

〇委員長（松下哲也君） 本委員会に付託を受けました議案第 46 号を議題といたします。 

 議案第 46 号は、本会議で内容の説明を受けておりますので、直ちに質疑を行います。  

 質疑は、逐条質疑と総括質疑に分けて行います。 

 なお、歳入歳出予算は歳入と歳出に分け、歳出は款ごとに行います。 

 初めに、議案第 46 号、一般会計補正予算、第１条、歳入歳出予算の補正、歳出から行い

ます。 

 ３款民生費について質疑を許します。 

 ご質疑ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（松下哲也君） なければ、４款衛生費について質疑を許します。 

 ご質疑ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（松下哲也君） なければ、８款土木費について質疑を許します。 

 ご質疑ございませんか。 

 本多君。 

〇委員（本多耕平君） ９ページの道路維持費でありますけれども、委託料の草刈り委託

料 300 万円が出ておりますけれども、町道の草刈りの総延長は幾らになっているのかお聞

きをいたします。 

〇委員長（松下哲也君） 建設課長・菊地君。 

〇建設課長（菊地 誠君） お答えします。 

 町道の草刈り総延長につきましては、486.6 キロメートルとなっております。 

〇委員長（松下哲也君） 本多君。 

〇委員（本多耕平君） 単純に言いまして、本町の町道はまだこの約倍近い町道があると

思いますけれども、この主要町道でありますけれども、国営事業によって幹線農道が各地

区にございますけれども、それの草刈りもこの約 480 キロの中に入っていますか。 

〇委員長（松下哲也君） 建設課長・菊地君。 

〇建設課長（菊地 誠君） お答えします。 

 今、委員がおっしゃられました国営により開いた幹線農道ですが、既に町道に認定され

ておりますので、この中に含まれております。 

〇委員長（松下哲也君） 本多君。 

〇委員（本多耕平君） 最後ですけれども、これは年何回の草刈りを予定しておりますか。 

〇委員長（松下哲也君） 建設課長・菊地君。 

〇建設課長（菊地 誠君） お答えします。 

 路線によって差はあるのですが、１回の路線と２回の路線に分けております。２回目の

路線につきましては、町内の主要幹線等を選択しまして実施しているところでございます。 



〇委員長（松下哲也君） ほかにご質疑ございませんか。 

 長尾君。 

〇委員（長尾式宮君） ９ページ、14 節、補修工事請負費 4,000 万円の計上をされており

ます。主な工事事業名と、あと何か所分の予算になるのか教えてください。  

〇委員長（松下哲也君） 建設課長・菊地君。 

〇建設課長（菊地 誠君） お答えします。 

 主な工事名というのは、維持工事全体ですので、改良事業と違いまして細かく答えるこ

とができないのが現状でございます。 

 それから、箇所数ですが、少額工事から無数にございますので、例年でいきますと、こ

の予算に関わる分でいきますと、大体 30 本ぐらいの工事になるかと思います。 

〇委員長（松下哲也君） ほかにご質疑ございませんか。 

 渡邊君。 

〇委員（渡邊定之君） 道路維持費、12 節委託料、業務委託料について内容をお知らせく

ださい。 

〇委員長（松下哲也君） 建設課長・菊地君。 

〇建設課長（菊地 誠君） お答えします。 

 業務委託料につきましては、路面整正業務、いわゆる一般的に砂利道のグレーダーをか

けるという作業の業務になります。 

〇委員長（松下哲也君） 渡邊君。 

〇委員（渡邊定之君） この業務委託料、道路の巡回をするための料金というのは、この

中には含まれていないのですか。 

〇委員長（松下哲也君） 建設課長・菊地君。 

〇建設課長（菊地 誠君） お答えします。 

 この中には含まれておらず、道路の巡回パトロールにつきましては、巡回点検委託料と

して別計上しております。 

〇委員長（松下哲也君） ほかにご質疑ございませんか。 

 櫻井君。 

〇委員（櫻井一隆君） 同じ９ページの 14 節のところで、この工事請負委託料の 4,000 万

円の中に、災害で受けたところ、そこは何か所か含んでいるのですか。これで完結するの

ですか。 

〇委員長（松下哲也君） 建設課長・菊地君。 

〇建設課長（菊地 誠君） 言葉の表現になるのですけれども、災害というもので受けた

箇所というのは含んでございません。災害で受けた場合につきましては、災害復旧費を使

用することとしております。 

ただし、災害と言わずとも、本日のような雨ですとか、災害に近いような状況で起きた

のり面の崩壊ですとかは、こちらの補修費で補修することにしております。 



（「わかりました」の声あり） 

〇委員長（松下哲也君） ほかにご質疑ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（松下哲也君） なければ、10 款教育費について質疑を許します。 

 ご質疑ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（松下哲也君） なければ、第１条、歳入歳出予算の補正、歳入、10 款地方交付

税から 15 款道支出金まで一括して質疑を許します。 

 ご質疑ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（松下哲也君） なければ、以上で議案第 46 号、一般会計補正予算を終わりま

す。 

 以上で、逐条質疑は終了いたしました。 

 休憩いたします。 

 

休憩 午後 １時３５分 

再開 午後 １時３５分 

 

〇委員長（松下哲也君） 休憩前に引き続き、委員会を開きます。 

 続いて、総括質疑を許します。 

 ご質疑ございませんか。 

 類瀨君。 

〇委員（類瀨光信君）（発言席） 町は、町道の管理車両として、ロータリー除雪車を更新

しております。取得価格は 4,000 万円を超えておりますけれども、更新前の車両に関して

は、主要な装備である除雪用ロータリーを使用することはなく、補助的装備である自在ア

ーム式のオフセットモアによる路肩とのり面の草刈り専用車として使用されていたと思い

ます。今回、このたび更新されたロータリー除雪車も同様の装備を備える車両であります

けれども、従来どおり、草刈り専用車としてのみ使用することになるのでしょうか。もし

そうだとすると、費用対効果を考えた場合に、町のスケートリンクの除雪ですとか、ある

いは民間事業者への貸出しなども検討すべきと思いますが、いかがでしょうか。 

また、取得の方法について、育成牧場でトラクターを取得した際、債務負担の平準化を

図るとして、複数年のリース契約を結んだわけですけれども、今回もそういった方法で取

得をしたのでしょうか。もし違うとしたら、その理由はなぜか。 

 以上、質問いたします。 

〇委員長（松下哲也君） 建設課長・菊地君。 

〇建設課長（菊地 誠君） お答えします。 



 今回、取得いたしました小型ロータリー車につきましては、草刈り機の利用のみならず、

除雪での使用を考えております。具体的に申しますと、標茶町市街地の川西地区の歩道除

雪につきましては、現在、小型ショベルで実施しているところですが、かなり非効率であ

りまして、それをロータリーで除雪することにより効率化を上げるということを、今、想

定しております。 

 また、次のご質問にありました除雪の方法につきましては、民間業者に運転委託または

機械貸出し等により委託することで想定しているところでございます。 

 それから、最後の質問かと思いますが、今回購入に至った経過でございますが、最終的

に前回のもともとあった車両の使用年数を考えますと、リースを続けるよりは購入したほ

うがトータル的にコストが下がるという判断の下、購入に至ったということで、ご理解を

お願いいたします。 

〇委員長（松下哲也君） 類瀨君。 

〇委員（類瀨光信君） これまで冬は全く使用していなかったものが、今後、民間への貸

し出しであるとか、運転委託であるとか、そういったことで町の費用の持ち出しも、当然、

その分が減ると思いますので、それはよいことだと思います。 

 １つ気になるのは、取得の際、育成牧場のトラクターのときには、これは取得の事務を

行った管理課において、債務負担の平準化ということをおっしゃっていたということは、

それが町の方針であると理解していたのですけれども、その点が今回、長い間払っている

よりは１回で払ったほうが得だからという点は、少し矛盾があるように思うのですが、建

設課でどうこうする範囲ではないと思うので、担当課のほうからそれをお答えいただけれ

ばと思います。 

〇委員長（松下哲也君） 副町長・牛﨑君。 

〇副町長（牛﨑康人君） お答えいたします。 

 基本的には、最小投資の最大効果を求められている時々の判断、ケース・バイ・ケース

で判断をするというところで、前回についてはリースと判断させてもらったというところ

でありますので、ご理解いただきたいと思います。 

〇委員長（松下哲也君） 類瀨君。 

〇委員（類瀨光信君） それで、そのときと今と状況がどう違うのかということに触れて

いただければと思います。 

（「委員長、休憩」の声あり） 

 

休憩 午後 １時４０分 

再開 午後 １時４６分 

 

〇委員長（松下哲也君） 休憩前に引き続き、委員会を開きます。 

 副町長・牛﨑君。 



〇副町長（牛﨑康人君） 例として、前回、牧場で購入したトラクターがリースだったと。

今回、今年度購入した…… 

（「聞こえない」の声あり） 

〇副町長（牛﨑康人君） 草刈り機が一括購入だった。その違いは何かというところなの

ですけれども、委員、方針という言葉を使われておりますけれども、私は先ほど、その時々、

最小投資の最大効果を得られるための選択、ケース・バイ・ケースでさせてもらったと申

し上げました。違いは、牧場のトラクター購入については、一般財源の持ち出しでありま

したので、リース契約を行うことで平準化を図るのが最善だと判断をしたところでありま

す。今回の建設課の機械につきましては、社会資本整備交付金が充当されるというところ

で、一括で購入したほうが有利だという判断をしたところでありますので、ご理解いただ

きたいと思います。 

〇委員長（松下哲也君） 類瀨君。 

〇委員（類瀨光信君） そういうふうに答えていただければ、私だけではなくて皆さん納

得だと思うのです。よくわかりました。 

 今回、そういったことで担当課長のほうから、これまで冬場は使っていなかったけれど

も、今回に関しては同じような機能を持つものだけれども、民間と例えばシェアして、そ

ういった使い方もして費用対効果を高めていくのだということの答弁がありました。建設

課のほうで、ほかにも例えばパワーショベルであるとか、役場全体で言うと、ほかの部署

でもそういった建設系の機械を持っているわけですけれども、そういったところの稼働率

を考えたときに、建設課で今回おっしゃっているような、同じような民間業者や例えば町

内会への貸し出しですとか、そういったことをやっている自治体もあるわけで、役場内で

の使い回しは当然として、そういった、今、聞いた以外の建設課の持っている機械、それ

から役場全体として持っている建設系の機械、そういう使用をシェアするという考えは適

用されますか。 

〇委員長（松下哲也君） 企画財政課長・齊藤君。 

〇企画財政課長（齊藤正行君） お答え申し上げます。 

 委員おっしゃられた、例えば町内会に貸し出すという部分、それからほかの団体、例え

ばうちでいうと社協さんですとか、そういった貸出し部分、例えばほかの自治体でやって

いるのは除雪機ですとか、草刈り機ですとか、そういった公有財産を公共の目的で使用す

るということはあり得ると考えております。 

ただし、そこで事故等そういった責任も、当然、担保しなければなりませんので、やは

り危ない機械ですので、そういった担保を取っていただく、補償という部分もしっかり担

保しながら公有財産を有効に活用するというのは、今後、行財政改革の中でも必要な視点

だと思っておりますので、それが町内会の備品購入の負担の軽減ということになるのであ

れば、そういったことも１つの方策ではないかということから考えているところでござい

ますので、ぜひご理解いただければと思います。 



 以上です。 

〇委員長（松下哲也君） 類瀨君。 

〇委員（類瀨光信君） 本当に先行してそういったことをやっている自治体なんかも事例

としてありますので、課長おっしゃったように壁があるということ、重々承知しておりま

すけれども、そこをなるべくクリアして、町内会もそうですし、それから多大な投資がし

にくい、そういった民間企業などに例えば使っていただくことも考えて、検討しながら町

有財産を有効活用するということを、本町全体の活性化に資するようにということで、今

後も検討していただければと思います。 

 以上です。 

〇委員長（松下哲也君） ほかにご質疑ございませんか。 

 渡邊君。 

〇委員（渡邊定之君）（発言席） 私は、先ほどお答えいただきました業務委託のことの中

身で、グレーダーかけ、それから巡回点検について質問いたします。 

 この巡回点検、それからグレーダーかけ、これはある程度定期的に実施されているもの

なのでしょうか。この時期、様々な作業が始まる季節ですので、道路のグレーダーかけ、

そういうのはぜひ行っていただきたいと思うのですけれども、仕事が始まる間際になって

かけるグレーダーかけは、ある意味、道路の状態を軟らかくしてしまうので、そういうと

ころにアクシデントとして作業機がはまるというようなことも起こり得ますので、時期的

に早めに行うべきだと思うのですが、定期的に行われることになっているのか、それから

巡回点検でここは早くグレーダーを入れたほうがいいという、そういう情報交換などは行

われているのでしょう。 

〇委員長（松下哲也君） 建設課長・菊地君。 

〇建設課長（菊地 誠君） お答えします。巡回点検とグレーダーかけ、路面整正と分け

てお答えしたいと思います。 

 巡回点検につきましては、定期的に巡回点検を実施しております。頻度としましては月

２回、４月から 11 月まで実施しております。 

 続きまして、グレーダーがけ、路面整正業務でございます。こちらも定期的にやってお

ります。例年といいますか、作業の目安としましては、基本、年３回実施しておりまして、

１回目は５月下旬から６月上旬に向けて、それから２回目が７月下旬から８月上旬に向け

て、それから３回目が９月下旬から 10 月上旬にかけてということで、例年実施しており

ます。 

 その中で、今、委員ご指摘のとおり、グレーダーがけ、路面をかき起こしてしまいます

と、砂利道が緩んだ状態で走行に支障があるというお話だったのですが、落ち着く期間、

大体 10 日から 14 日間ぐらい、農作業、農繁期の時期を見越して、前に終わるようには調

整しているのですが、このような天候、今日のような天候がありますと、雨の降った日だ

けではなく、路面が乾かないとまた作業ができなくなったりして、時期的に多少ずれ込ん



だりとかはございます。なるべくそういうことも考えて、例年、大体、地元の様子等を聞

きながら、また、先ほど委員がおっしゃったとおり、巡回点検等をしながら時期を決めて、

幅を持たせて動くようにはしています。 

〇委員長（松下哲也君） 渡邊君。 

〇委員（渡邊定之君） その際、凹凸のあるところにグレーダーをかけて、道路そのもの

がといのようになって、道路脇の右側が盛り上がって、砂利が少なくなっているような状

態が発生している、そういう情報も定期点検で情報を得て、そこに砂利を補充するような

流れになっているのか。もしその流れになっているとして、今の質問の中にもありました

ように、当然、新しい砂利を入れると道路状態が軟らかくなるというか、そういう状態に

なりますので、そういう意味でも、ある意味、共同作業、農作業が始まる時期を想定して

対応していただきたいと思うのですが、いかがですか。 

〇委員長（松下哲也君） 建設課長・菊地君。 

〇建設課長（菊地 誠君） お答えします。 

 巡回点検のみならず、その都度の情報等によりましても、道路の砂利補充等の補修は対

応しております。また、グレーダーがけ、路面整正が終了した後に、道路が傷むこともご

ざいます。それで、緊急に砂利を補充するなども実際やっておりまして、その場合はやは

り委員がご指摘のとおり、どうしても表面が緩い状態が起きるかもしれません。その場合

は、緊急の場合ですので、どうしても技術的にも対応できないところでございますが、基

本的には農繁期、農作業時期開始を見込んだ路面整正業務を実施しているということで、

ご理解をお願いいたします。 

〇委員長（松下哲也君） 渡邊君。 

〇委員（渡邊定之君） そういう意味では、農作業の始まる時期等をうまく、作業に支障

を来さないような対応を今後していただきたいと思います。 

 以上、終わります。 

〇委員長（松下哲也君） ほかにご質疑ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（松下哲也君） 質疑はないものと認めます。 

 質疑は終結いたしました。 

 これより討論を行います。討論はございませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（松下哲也君） 討論ないものと認めます。 

 これより議案第 46 号を採決いたします。 

 議案第 46 号を原案可決すべきものと決定してご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

〇委員長（松下哲也君） ご異議ないものと認めます。 

 よって、議案第 46 号は原案可決すべきものと決定いたしました。 



 

    ◎閉会の宣告 

〇委員長（松下哲也君） 以上で議案第 46 号審査特別委員会に付託された議題案の審査

は終了いたしました。 

 これをもって議案第 46 号審査特別委員会を閉会いたします。 

（午後 １時５８分） 
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